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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
は
自
衛
隊
福
岡

病
院
・
春
日
駐
屯
地
に
対
し
、
多
大
な

る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
全
世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
暗
雲
に
覆
わ
れ
、
そ
の
対

応
に
難
渋
し
、
社
会
全
体
の
動
き
や
個

人
の
行
動
様
式
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
一
方
、
閉
塞
感
が
漂
い
が
ち
な
世

相
の
中
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

整
斉
と
し
た
開
催
と
日
本
人
選
手
の
活

躍
、
大
谷
翔
平
選
手
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
お
け

る
二
刀
流
で
の
躍
動
、
真
鍋
博
士
の

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
受
賞
な
ど
、
明

る
く
前
向
き
な
話
題
も
あ
っ
た
一
年
で

し
た
。 

 

さ
て
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
環
境
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
否
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
極
め
て
速
い
速
度
で
厳
し
さ
と
不

確
実
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
尖
閣
諸
島 

新
年
の
挨
拶(

春
陽
会
会
長) 

周
辺
で
の
艦
船
航
行
を
状
態
化
さ
せ
、

力
に
よ
る
現
状
変
更
や
既
成
事
実
化
を

加
速
さ
せ
て
い
る
中
国
。
潜
水
艦
発
射

型
や
不
規
則
な
軌
道
を
取
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
等
、
兵
器
開
発
を
進
め
る
北
朝

鮮
。
さ
ら
に
は
、
新
た
な
軍
事
ド
ク
ト

リ
ン
の
下
に
軍
事
的
活
動
を
活
発
化
さ

せ
る
ロ
シ
ア
等
に
対
し
、
わ
が
国
に
は

抑
止
力
・
対
処
力
の
抜
本
的
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙
・
サ

イ
バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ
た
新
領
域
が

死
活
的
な
も
の
と
な
り
、
ゲ
ー
ム
チ
ェ

ン
ジ
ャ
ー
の
登
場
は
安
全
保
障
の
在
り

方
を
根
本
的
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 

 

さ
ら
に
、
国
内
で
は
、
地
震
や
記
録

的
な
豪
雨
と
い
っ
た
自
然
災
害
が
頻
発

し
、
南
海
ト
ラ
フ
や
首
都
直
下
型
地
震

等
大
規
模
災
害
が
い
つ
生
起
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
の
中
、
わ
が
国
国
防

の
最
前
線
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
即
応
し
、
適
時
・
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
発
生
か
ら
約

二
年
経
つ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
は
、
引
き
続
き
重
要
な
任

務
の
一
つ
で
す
。
防
衛
省
・
自
衛
隊
で

は
、
診
療
や
検
査
の
み
な
ら
ず
、
特
技

者
や
管
理
要
員
に
よ
る
医
療
支
援
や
教

育
支
援
、
さ
ら
に
は
東
京
・
大
阪
の
大

規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
職
域
接

種
等
幅
広
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
自

衛
隊
福
岡
病
院
・
春
日
駐
屯
地
に
お
い

て
も
、
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
の
開

設
、
感
染
患
者
の
入
院
治
療
に
加
え
、 

前
述
の
多
様
な
活
動
を
、
全
職
員
一
丸

と
な
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
の

下
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

応
を
院
務
運
営
の
中
心
に
置
き
続
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
態
対
処
時
に

は
、
中
核
型
基
幹
病
院
と
し
て
特
技
者

の
差
出
し
や
後
送
先
病
院
と
し
て
の
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
平
素
か
ら
経

験
を
積
み
、
識
能
を
磨
く
こ
と
は
必
須

で
す
。
ま
た
、
隊
員
の
健
康
管
理
を
的

確
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
人
的
戦
闘
力

を
維
持
・
増
進
す
る
こ
と
も
重
要
な
任

務
の
一
つ
で
す
。
病
院
で
は
、
平
素
の

業
務
は
事
態
対
処
能
力
向
上
に
直
結
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
量
的
・
質
的
な

増
進
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
す
。

そ
の
遂
行
に
は
、
部
内
外
の
医
療
機
関

等
を
含
め
た
総
合
的
な
計
画
・
調
整
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
悲
願
で
あ
る
新
病
院

建
替
え
も
、
そ
の
文
脈
と
密
接
に
関
連

し
た
も
の
で
あ
り
、
可
及
的
早
期
の
建

て
替
え
実
現
は
、
感
染
症
対
応
を
含
め

た
事
態
対
処
等
へ
の
必
須
事
項
、
か

つ
、
時
代
の
要
請
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
状
況
を
俯
瞰
し
、
適
時
適
切
な
任

務
分
析
を
実
施
し
た
上
で
職
務
を
遂
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
を
超
克
し
、
西
部
方
面
隊

の
中
核
型
基
幹
病
院
た
る
自
衛
隊
福
岡

病
院
の
『
あ
る
べ
き
姿
』
を
、
信
念
と

覚
悟
を
持
ち
、
前
向
き
に
追
求
す
る
一

年
に
す
る
所
存
で
す
。 

 

最
後
に
、
自
衛
隊
福
岡
病
院
・
春
日

駐
屯
地
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・

ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

最先任上級曹長 

小浦 泰 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
病
院
の

最
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
、
病
院
長
の

統
率
方
針
・
要
望
事
項
を
具
現
化
す
る

為
、
准
曹
士
一
人
ひ
と
り
に
身
近
に
接

し
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
服
務
指
導
を
行

い
、
病
院
長
の
意
図
の
徹
底
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
春
陽
会
の
牟
田
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
新
し
い
年
を
ど
の
よ
う

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

昨
年
は
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年

で
し
た
。
二
〇
二
〇
年
十
二
月
か
ら
上

昇
し
た
第
三
波
、
五
月
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
第
四
波
、
デ
ル
タ
株
の
流
行
で
最

大
の
感
染
者
数
を
記
録
し
た
第
五
波
と

矢
継
ぎ
早
に
大
き
な
波
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
続
く
中
、
我
々

は
制
限
さ
れ
た
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。
医
療
に
従
事
す
る
私
た
ち
は
、
増

え
続
け
る
患
者
数
を
目
の
当
た
り
に
し

な
が
ら
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
戦
い
の

日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
中
、
明
る
い
出
来
事
も
あ
り

ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
無
観
客
だ
っ
た
と
は

い
え
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
選
手
の
活
躍

を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
我
々
に
夢

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と

思
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お

い
て
は
大
規
模
接
種
会
場
の
管
理
運
営

に
自
衛
隊
が
関
与
し
、
事
故
も
な
く
無

事
に
終
了
さ
せ
た
こ
と
は
皆
さ
ん
の
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

日
々
、
計
画
・
立
案
・
実
行
と
い
う
訓 

練
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
発

揮
し
た
結
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
二
〇
二
二
年
は
、
ど
の
よ
う
な

年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
二
〇
二
一

年
十
二
月
に
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
が
、
ニ
ュ
ー
ス
を
騒
が
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
は
、

第
六
波
の
幕
開
け
に
な
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
開
始
や
経
口
治
療
薬
の
開
発

な
ど
状
況
を
改
善
さ
せ
る
要
素
は
次
々

と
出
現
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年

も
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
対
策
に
追

わ
れ
る
一
年
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
「
疫
病
退

散
」
「
無
病
息
災
」
で
あ
る
こ
と
を
、

そ
し
て
一
日
も
早
く
普
段
の
日
常
の
生

活
が
戻
る
こ
と
を
強
く
祈
念
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

春陽会会長 

牟田 直 

新
年
の
挨
拶(

最
先
任
上
級
曹
長) 

自衛隊福岡病院長兼 

春日駐屯地司令  

陸将補 川口雅久 
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Ｄ
Ｃ
Ｓ
訓
練 

山
地
行
進
訓
練 

戴
帽
式 

人
事
往
来 
新
着
任
部
長
の
紹
介 

 

患
者
空
輸
訓
練 

エ
ア
テ
ン
ト
取
扱
訓
練 

 

十
月
二
十
五
日
、
春
日
駐
屯
地
に
お
い

て
、
令
和
二
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
更
新

さ
れ
た
感
染
症
対
策
用
陰
圧
式
エ
ア
テ
ン

ト
シ
ス
テ
ム(

以
下
「
エ
ア
テ
ン
ト
」
と

い
う
。)

の
取
扱
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
エ
ア
テ
ン
ト
は
、
専
用
の
装
置
で

テ
ン
ト
内
部
を
陰
圧
に
す
る
こ
と
に
よ
り

病
原
体
が
外
部
に
漏
れ
だ
す
リ
ス
ク
を
軽

減
し
二
次
感
染
を
防
ぐ
ほ
か
、
緊
急
時
に

迅
速
柔
軟
に
設
置
で
き
る
等
、
感
染
症
対

策
に
お
い
て
重
要
な
器
材
で
す
。 

 

今
回
、
納
品
業
者
（
太
洋
工
業
㈱
）
に

開
設
か
ら
撤
収
に
お
け
る
要
点
と
コ
ツ
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
各
部
課
か
ら

の
要
員
（
十
五
名
程
度
）
に
よ
り
開
設
し

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
五
十
名
近
い
多
く
の

見
学
者
に
も
エ
ア
テ
ン
ト
の
全
般
を
普
及

す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。 

 感染症対策用陰圧式エアテントシステム 

納入業者指導による開設 

 

准
看
護
学
院(

学
院
長:

山
元
二
佐)

は
令
和
三
年
十
月
八
日
、
第
四
六
期

准
看
護
師
学
生
の
第
二
回
山
地
行
進

訓
練(

宝
満
山
系)

を
実
施
し
ま
し

た
。
入
校
し
て
約
半
年
の
間
に
修
得

し
た
知
識
・
技
術
を
活
用
し
、
模
擬

患
者
に
対
し
適
切
な
処
置
・
搬
送
を

行
い
、
同
期
全
員
が
無
事
完
歩
し
ま

し
た
。 

急勾配の百段ガンギでの患者搬送 

病院長視察（模擬患者処置場面） 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
山
元
二

佐
）
は
令
和
三
年
十
一
月
八
日
川
口

病
院
長
臨
席
の
も
と
、
第
四
六
期
生

の
戴
帽
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
学
生

は
入
校
以
来
、
准
看
護
師
に
な
る
べ

く
看
護
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
節

目
と
な
る
こ
の
日
を
迎
え
「
同
期
と

共
に
看
護
の
道
を
追
求
し
続
け
る
」

と
誓
い
ま
し
た
。 教務班長より戴帽を受ける学生 

多くの参列者に見守られ式を挙行 

２等陸佐  
   田中 宏史 
前職：自衛隊熊本病院 
   先任診療科部長 

第２内科部長 

２等陸佐  
   松尾 晋祐 
前職：第4師団司令部 
   医務官 

皮膚科部長 

《
十
二
月
一
日
付
》 

総
務
部 

（
給
食
課
） 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

山
本 

弘
士 

 

看
護
部 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

半
澤 

由
香 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

神
﨑 

智
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

髙
取 

し
お
り 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

山
中 

明
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

植
田 

久
美
子 

 

〈 

転
出
者 

〉 

 

〈 

転
入
者 

〉 

《
十
二
月
一
日
付
》 

企
画
室 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

髙
井 

静
枝 

総
務
部 

（
給
食
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

古
賀 

丈
博 

（
医
事
課
） 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

髙
崎 

美
紀 

（
会
計
課
） 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

西
口 

誠
一 

看
護
部 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

杉
谷 

佐
智
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

川
島 

美
佳 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

渕
野 

富
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

萱
島 

幸
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

馬
場 

喜
美
代 

定
年
退
官
者
の
紹
介 

 

令
和
三
年
十
一
月
八
日
、
西
部
方

面
隊
計
画
の
戦
傷
治
療
集
合
訓
練

（
Ｄ
Ｃ
Ｓ
訓
練
）
を
担
任
し
、
Ｆ
Ｓ

Ｔ
（
前
方
外
科
手
術
班
）
要
員
の
Ｄ

Ｃ
Ｓ
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

 

部
隊
か
ら
の
参
加
人
数
を
制
限
せ

ざ
る
得
な
い
た
め
、
関
係
部
隊
に
対

し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
同
時
配
信
を
実

施
し
情
報
共
有
し
ま
し
た
。 

 

令
和
三
年
十
一
月
十
六
日
、
目

達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
西
方
ヘ

リ
隊
支
援
の
下
、
病
院
職
員
十
四

名
が
参
加
し
、
患
者
空
輸
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

航
空
機
（
Ｕ
Ｈ
ー
１
）
へ
の
患

者
搭
載
・
卸
下
訓
練
及
び
機
内
で

の
救
護
要
領
を
演
練
し
、
患
者
空

輸
時
の
救
護
能
力
向
上
を
図
り
ま

し
た
。 

《
令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
付
》 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

清
水 

明
子 

《
令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
》 

 
 

 

准 

陸 

尉 
 

角
田 

孝
樹 

《
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
付
》 

 
 

 

陸 

曹 

長 
 

池
田 

正
弘 

 
 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査 

 

当
院
は
、
よ
り
高
精
度
の
遺
伝
子

増
幅
が
可
能
な
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｒ

Ｔ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｒ
機
器
お
よ
び
、
等
温
遺

伝
子
増
幅
で
迅
速
検
査
が
可
能
な
Ｌ

Ａ
Ｍ
Ｐ
機
器
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
績
は
、
約
千

五
百
件
で
す
。 

(

令
和
三
年
十
一
月
三
十
日
現
在) 


